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令和 3 年 3 月

令和 3 年度 令和 12 年度

※複数の駐車場を有する事業にあっては、駐車場ごとの状況が分かるよう記載すること。

１．事業概要

（１）

人

年

㎡ 台

福井県駐車場整備事業経営戦略

団 体 名 ： 福井県

事 業 名 ： 駐車場整備事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事　業　形　態

法 適
（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

法非適 事 業 開 始 年 月 日 平成19年10月1日

職 員 数 施 設 名 福井駅西口地下駐車場

種 類 届出駐車場 構 造 地下式

立 地 駅
建設後（建替後）の経
過 年 数

18

駐 車 場 使 用 面 積 10,840 収 容 台 数 200

営 業 時 間 5時～24時30分

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託

 イ　指定管理者制度
事業開始時より、指定管理者制度を導入し、民間事業者の能力を
最大限に活用した利用促進や経費の削減に取り組んでいる。

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ



（２） 料　金　形　態

営業時間

（３） 現在の経営状況

区分

基本料金

5時～24時30分

最初の1時間300円。ただし入庫から30分までは100円

加算料金

北陸新幹線等利用者割引
（福井駅から県外へ

北陸新幹線等を利用した場合）

料金形態の考え方
道路法24条の2第1項の規定に基づき、地方公共団体の条例を定めて駐車料金を徴収。また、同法
24条の2第2項第3号の規定により、付近の民間駐車場等の業務を圧迫しないよう駐車料金を設定

1時間以降30分までごとに100円

夜間料金 1,000円（20時～翌日8時までの駐車）

料 金 改 定 年 月日
（消費税のみの改定は含まない）

平成26年4月1日

・福井駅西口地下駐車場は、経営比較分析表において、収益的収支比率が１００％を下回っており、平均値と比較しても低くなって
いる。これは建設時の企業債残高があり、料金収入のみでは賄えず、一般会計からの繰入金により償還しているためである。

・平成28年度以降は、福井駅西口再開発ビル「ハピリン」の開業で賑わいが増えて、駐車場利用者数も増加傾向にあり、料金収入
は上昇傾向にある。稼働率も平均値を大きく上回っており、安定した利用者を確保している。

・売上高ＧＯＰ比率について、令和６年度は、前年と同程度であった。平均値と比較すると高い水準を確保している。

・建設時の企業債残高については、令和９年度に解消する予定であり、その後は黒字に転換する見込みではあるが、現在、供用
開始より１８年が経過し、今後、設備更新費用等が増加していくため、経費削減を図るとともに合理的かつ計画的な更新が必要で
ある。

回数駐車券

パーキングカード

１００円利用券…11枚組1,000円、60枚組 5,000円、100枚組 8,000円
３００円利用券…11枚組3,000円、60枚組14,000円、100枚組22,500円

３，３００円相当券…3,000円
６，０００円相当券…5,000円

昼間（７：００～２０：００）　　　　  20,950円
夜間（１８：００～翌８：３０）　　　 11,520円
全日                                     31,430円
昼間（平日）                           14,670円
全日（平日）                           20,950円
※平日…土日祝日除く

障害者（身体・知的・精神）について、駐車料金の５割を減免
 （ただし、回数駐車券、定期駐車券は除く）

定期駐車券（月額）

その他

入庫から24時間まで最大1,200円
入庫から48時間まで最大2,400円





２．将来の事業環境

（１）

（２）

駐車場需要の見通し

・令和６年３月の北陸新幹線開業に伴う周辺商業施設の開業等の影響により、令和６年度の当駐車場利用者は、コロナ禍後最高
となった。

・駐車場需要増加に対応するため、満空情報発信を行い、駅周辺の駐車場施設（当駐車場含む）へのスムーズな誘導を促してい
る。

・一方で、当駐車場の駐車場需要見通しについては、北陸電力前やフクマチブロック駐車場など、周辺駐車場が増加したことによる
利用の分散化が進み、平成２８年頃のピーク時までは戻ってはおらず、現状を維持して推移していく見通しである。

料金収入の見通し

○近年の状況

・平成２８年４月のハピリン開業以降、、利用台数、駐車時間が伸びて、平成２８年度は開業以後初めて年間料金収入1億円を突破
した。平成２９年度は、大雪の影響により駐車時間が大幅に伸びたこともあったが、目標であった年間料金収入１億１千万円を達
成、平成３０年度も、好調を維持し２年連続で目標を達成した。

・令和元年度については、令和２年２月以降、新型コロナウイルス感染症蔓延の影響により、利用台数、料金収入ともに減少し、目
標達成には至らなかった。令和２年度は、新型コロナウイルス感染症蔓延による駅周辺のイベント中止や外出自粛の影響などに
加え、ユアーズホテルフクイの閉館（令和２年５月）、福井駅西口「三角地帯」の再開発工事（令和２年１０月着工）が本格化したこと
で、利用台数、料金収入とも大幅に減少した。

・令和３年度から５年度にかけては、コロナ禍から順調に回復しており、６年度には北陸新幹線開業に伴う周辺商業施設の開業等
の影響もあり、利用が大きく増加した。

○今後の見込み

・令和６年３月の北陸新幹線開業に伴う周辺商業施設の開業等の影響により、令和６年度の当駐車場利用は、コロナ禍後最高と
なった。７年度以降も同水準で推移していくと予測される。
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（３）

（４）

施設の見通し

組織の見通し

・福井駅西口地下駐車場は、供用開始後１８年が経過しており、各設備等について、毎年定期点検・修繕を実施しながら、耐用年
数および老朽化度を判断し、計画的な更新を行っていく。

・また、消費電力削減による経費節減を目的に、７年度に、全ての電灯（蛍光灯）をLED照明に交換した。

・躯体等については、大規模修繕の必要性はないが、３年毎に定期点検を実施し、適正な管理運営、安全確保に努めていく。

・指定管理者制度による管理運営を実施している。

・統括責任者を１名配置している。

○施設・設備の更新等スケジュールと投資費用見込み （単位：千円）
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（14年目） （15年目） （16年目） （17年目） （18年目） （19年目） （20年目） （21年目） （22年目） （23年目）

昇降機設備 1,837 1,837

電源設備 1,302 880 1,210 3,392

一般電気設備更新 28,479 16,000 3,500 47,979

弱電設備 385 12,748 21,600 6,000 40,733

駐車場管制設備更新 610 7,645 24,476 4,525 13,080 13,080 63,416

換気・排煙設備 638 1,430 2,068

給排水設備 649 4,568 18,680 4,800 28,697

消火設備 17,000 17,000

設備等定期点検 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 77,500

躯体点検 400 400 500 500 1,800

年間費用計 8,010 7,649 14,645 60,740 32,731 41,358 34,100 30,300 21,580 28,080 279,193

更新費用計工事内容
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【指定管理者　組織図】

○統括責任者【管理業務】

・売上管理

・施設維持管理

・営業活動

・キャンペーン等利用

促進策の実施など

○社員、アルバイト等【窓口業務】

・料金徴収事務

・回数券等販売

・トラブル対応 など

○社員、アルバイト等【監視業務】

・場内巡回

・モニタ監視員

・車両誘導 など



３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

福井駅西口地下駐車場の現状と課題を踏まえ、将来にわたり持続可能な事業運営を行うため、次の３つの基本方針を設定してい
る。

○基本方針１ ・・・円滑な道路交通の確保
・福井駅西口地下駐車場は、駅前市街地の駐車場の不足や路上駐車による交通渋滞の解消を目的として整備したものであり、円
滑な道路交通の確保に努める。

○基本方針２・・・ 安心安全な施設の維持
・定期的な施設の点検・修繕を行うとともに、耐用年数の経過した設備等の更新、駐車場施設の安全管理を実施し、利用者が安心
して安全に利用できるよう駐車場施設の維持に努める。

○基本方針３・・・ 収支の健全化
・安定的な料金収入を確保し健全な経営を行うため、駅周辺の店舗等に営業活動を行い提携店舗を獲得、駅前周辺のイベント等
と連携して駐車場のPRを行うなど、駐車場の利用促進を図り、収入の増を目指す。

目 標

・令和２年度に、各設備の更新、修繕の優先度や平準化を検討し、長期保全計画を策定（供用開始
以降５０年目まで）しており、今後、この長期保全計画に基づき、効果的かつ計画的に修繕、更新を
実施していく。

・施設本体については、3年毎の定期点検を実施しながら、予防保全型の修繕を行い、コスト縮減に
努めていく。

・経営戦略策定中において、消費電力削減を目的に、全ての照明のＬＥＤ化を実施しコスト縮減を図る。
　（7年度実施完了）

・供用開始後20年目に更新対象の設備が集中するため、３ヶ年計画で実施するなど平準化を図る。
　（長期保全計画：令和２年度策定）

・長期保全計画については、労務単価の上昇や、材料費の高騰など社会情勢の変化を考慮し、定期的に見直しを行う。
　（１０年単位程度）

・躯体本体については、３年毎の定期点検結果をもとに、予防的な早期補修を実施し、施設の長寿命化を図るともに、補修費用の
縮減を図る。



②　収支計画のうち財源についての説明

目 標

・料金収入の年間目標は、北陸新幹線開業までは、福井駅西口「三角地帯」再開発工事の影響によ
る利用台数減少を考慮し、年間１億円とする。北陸新幹線開業後は、社会情勢等などを鑑みて目標
を設定するが、現時点では、北陸新幹線開業直後の令和６年度実績である９.５千万円を想定してい
る。

・建設時の起債償還完了は令和９年度としており、完了後は一般会計からの繰入は行わず、原則、
特別会計として独立採算で運営する。

《料金収入の見込み》

・直近３ヶ年の料金収入の内訳は以下のとおりであり、コロナ禍後は増加傾向にある。

・コロナ禍後、北陸新幹線開業等の影響で大きく伸びた令和６年度の実績を維持していく。

○料金収入見込　　※直近３ヶ年の平均より算出

時間貸し

利用／収入
（円）

利用
（円）

収入
（円）

利用
（円）

収入
（円）

利用
（円）

収入
（円）

R４ 30,897,300 14,777,500 11,842,500 6,361,300 6,334,000 52,036,100 49,073,800 115,074 452 28,739 22,634,010 143,813 71,707,810

R５ 42,198,300 15,414,150 12,361,500 8,726,850 8,115,000 66,339,300 62,674,800 131,424 505 26,794 20,820,060 158,218 83,494,860

R６ 55,854,250 17,226,050 14,758,000 6,181,950 5,854,000 79,262,250 76,466,250 152,847 519 22,732 18,791,660 175,579 95,257,910

↓

95,000,000

定期車

利用台数
（台）

収入
（円）

合計

利用台数
（台）

収入
（円）

一般車

回数券 プリベイドカード 合計
年度 利用台数

（台）

平均単価
（合計・利用/利用台数）

（円）



③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

・管理運営費
　　指定管理料（委託料）・・・上限額　５９，５９４千円/年 × ５年 ＝ ２９７，９７０千円　　指定期間：令和８年度～令和１２年度

　　設備更新費・・・・・・・・・・・２．将来の事業環境  （３）施設の見通しに記載のとおり

《一般会計からの繰入金》

・建設時の起債償還残高があり、料金収入だけでは賄えないため、令和９年度までは一般会計からの繰入を行う予定である。

・起債償還完了後は、原則、特別会計による独立採算で運営する。　【令和１０年度以降収支ギャップ解消】

○収支構成図

歳入

料金収入 一般会計繰入金

（指定管理料、設備更新費等）
料金収入充当分

歳出

管理運営費 償還金利子 消費税納付 県債償還金（元金）

Ｈ６８ 収支差累計改善

収支差累計（百万円）

Ｈ３９起債償還完了

55 56 57 61

82

60
52 55

64

109

82

99
89

83
76

82

123 122 122 121
120

119

118

117

107

93

83

34

13

5
7

7

95

107
111 111

106

61 62

72

83

95 95 95 95 95 95 95

0

50

100

150

200

250

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

起債償還金、管理運営費

料金収入（百万円）
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令和6年春 北陸新幹線開業

コロナ影響

Ｒ10 収支ギャップ解消

経営戦略計画期間 R3～R12

料金収入目標額

Ｒ９ 建設時の起債償還完了



①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

《指定管理者の民間ノウハウによる利用促進や利便性向上に関する取り組みを実施》

・福井駅西口のデパートや映画館等の提携店舗とサービス内容の見直しを検討するなど連携を強化
し、さらなる駐車場利用者の増加を目指す。また、中心市街地イベントと積極的に連携し、集客を
図っていく。

・まちなかで快適に買い物などを楽しめるよう、レンタサイクルやレンタル傘を配備する。

・出庫時の混雑緩和のため駐車場のキャッシュレス化、共通駐車サービス券（まちPチケット）の自動
精算機対応を実施
　

　

企 業 債 　照明LED化のため、公営企業債（脱炭素）を借り入れ（R6,R7）

繰 入 金
　令和９年度末までは、建設時の起債償還残高があるため、一般会計からの繰入金を充当するが、
起債償還完了後の令和１０年度以降は、大規模修繕を実施する年度を除き、繰入金は充当しない。

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

民 間 活 用 　指定管理者制度導入済（代行制）

駐車場の配置の適正化
　福井駅西口地下駐車場は福井駅周辺の県道福井停車場線（中央大通り）の地下に立地しており、
道路交通の渋滞緩和を目的に設置された駐車場であり、公共性は高く、適正な配置場所であると考
えている。

投 資 の 平 準 化
　駐車場本体（躯体）については、定期的な点検を行い、予防的な補修を行っていく。
　駐車場設備については、中・長期保全計画（供用開始以降５０年目まで）を基に優先度の高い設備
から更新し計画的に実施していく。

そ の 他 の 取 組 　特になし

資 産 の 有 効 活用
等 に よ る
収 入 増 加 の 取組

　特になし

そ の 他 の 取 組 　特になし

委 託 料 　指定管理者制度導入済（代行制）

管 理 運 営 費 　指定管理者制度導入済（代行制）

職 員 給 与 費 　統括責任者を１名配置

そ の 他 の 取 組 －

料 金
　令和９年度までは建設時の起債償還残高があるため、料金収入だけでは賄うことができず、一般
会計からの繰入金が必要であるが、令和１０年度以降は起債償還完了し収支ギャップが解消する見
込みである。

利用者増加に向けた取組



５．公営企業として実施する必要性など

６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

事業の意義、提供する
サービス自体の必要性

　当駐車場は、福井市の最も中心市街地である福井駅西口の主要な県道地下に立地する駐車場で
ある。駅利用や買い物など多くの方が利用し、道路交通の渋滞緩和にも寄与しており、円滑な道路
交通確保のため、当駐車場は必要である。

　　　公営企業として実施
　　　する必要性

　福井駅西口の主要な動線である県道福井停車場線（中央大通り）などの渋滞緩和を目的として設
置したものであり、道路管理者である本県が管理すべきものである。

　　　経営戦略の事後検証、
　　　改定等に関する事項

・指定管理者から毎年度提出される事業報告書や、外部評価委員会などにより、進捗状況等の管理
や評価行い、利用者ニーズや社会環境の変化等を踏まえて取り組んでいく。

・設備更新等について、長期保全計画に基づき行っていくが、事業実施する段階において、計画との
乖離が生じた場合は、内容の整合を検証し、適宜修正を行っていく。

・経営戦略の改訂については、指定管理者の更新時など一定期間（５年）の成果の検証、評価をした
上で行い、より質の高いものにしていく。


